
盛岡市長、北上市長、一関市長、八幡平市長、

矢巾町副町長、金ヶ崎町副町長、

花巻市、遠野市、奥州市、滝沢市、紫波町、平泉町の防災担当者

静岡大学 防災総合センター 牛山 素行 教授

盛岡地方気象台、国土地理院東北地方測量部、岩手県

岩手河川国道事務所、北上川ダム統合管理事務所

北上川上流 トップセミナーの開催

開催日

出席者 （１２市町、関係機関 計４４名）

概 要

平成27年11月18日（水） 9:30 ～ 11:00

会場の様子（岩手河川国道事務所災害対策室）

河川管理者の有する情報、特に
住民の避難に関わる情報につい
て、河川管理者と市町長の連絡
を密にしていくことが重要であ
ることから、北上川上流洪水予
報・水防連絡会の構成市町長を
対象としたトップセミナーを開
催。

静岡大学 牛山教授による講演
や、岩手河川国道事務所および
北上川ダム統合管理事務所等か
らの情報提供、市長との意見交
換を実施。

①牛山教授による講演「最近の豪雨災害事例から学ぶこと」

牛山教授による講演状況

トピック

平成２７年９月関東・東
北豪雨や平成２６年８月
広島豪雨等、過去の災害
事例を通して、地域を知
ることの重要性、情報を
活用することの重要性、
他地域での教訓・検証に
目を向ける重要性につい
てご講演いただいた。



北上川上流 トップセミナーの開催

②情報提供（岩手河川国道事務所・北上川ダム統合管理事務所）および意見交換

③盛岡地方気象台から、大雨に関する防災気象情報およびホットラインについての情報提供

④国土地理院東北地方測量部から、国土地理院の災害対応についての情報提供

【岩手河川国道事務所から】 【盛岡市長からのコメント】 【一関市長からのコメント】

【北上市長からのコメント】 【八幡平市長からのコメント】【北上川ダム統合管理事務所から】

基準水位の考え方、洪水予報・水防
警報の発令基準、タイムライン、
ホットライン等についての情報提供

意識を常に高めていくという意味に
おいて、防災危機管理担当職員を含
めて、定期的な情報共有の機会を設
けていただけるとありがたい。

ダムの治水運用、防災操作と通報の
タイミング、リアルタイム情報、
ホットライン等についての情報提供

最悪の事態になるとどのような状況
になるかということを、普段から、
しっかりと市民の方々に伝えていく
必要がある。

集落単位で防災計画を作成している
ところであり、それを通じて、市民
の方々の防災意識向上を図りたい。

市民の方々が避難行動を起こすため
に、具体的にどのように市民の方々
にアプローチをしていったらよいか
が課題の一つ。



北上川上流 トップセミナー（個別訪問）の実施

実施日

概 要

平成27年11月20日：矢巾町、金ヶ崎町
平成27年11月24日：花巻市、奥州市、紫波町、平泉町

11月18日に開催した「トップセミナー」に出席できなかった首長を対象に、岩手河川国道事務所長
が個別訪問を実施。

9月10日、11日の鬼怒川の被災状況、各市町に設置されている雨量・水位計の観測位置、タイムライ
ンとホットラインなどの情報提供などについて説明。

各市町長と北上川の洪水時における情報・連絡などを再確認。

【金ヶ崎町長】 【矢巾町長】 【紫波町長】

【奥州市長】 【平泉町長】 【花巻市長】


